
 

たんぽぽだより 

２０２１年 12月号 

先日の嘔吐・下痢の集団発生の件ではご迷惑・ご心配をおかけして申し訳ありませんでした。 

保育園は集団生活をする以上、様々な感染症のリスクが高いです、その事を改めて考え直すい

い機会でした。 

今回の事を教訓に今後の改善点などを別紙に書いていますので良くご覧になってください。 

保護者の皆様のご協力も必要ですのでよろしくお願いいたします。 

 

 コロナウイルス感染症もやっと落ち着いていますが、年末年始はごちそうをたくさん食べることが

増えます。そして今年は寒くなるのが遅いように感じます。食べすぎや気温の変化に身体がついて

いけない状態になりやすく、免疫力が落ちます。免疫力を落とさないようにする一番の方法は、安

心できる環境でしっかり休む事です。 

 

 子ども達が病気になった場合は保護者の看病が一番安心できるはずです。お仕事があるので大

変だとは思いますが、出来る限り子どもさんが安心できる状況を作ってあげてください。よろしくお

願いいたします。 

 

そして、たんぽぽではもっと菌に触れる活動を取り入れ、菌に負けない身体つくりをしていくこと（菌

活）を、たくさん取り入れていこうと思います。 

まずは、泥遊びや、野菜作りなどで土に触れてたくさん遊ぶ事です。 

 ご家庭での取り組みは、お詫びと改善点と一緒にお渡しした紙に書いてありますので、どうぞ活

用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

今月の目標：元気な身体作り 

つぼみ組【0歳児】: 遊びや生活の中で、興味を持ったことを やってみようとする。様々な

食べ物の味に触れ、スプーンやフォークを使って食べようとする。 

もも組【１歳児】：戸外遊びや散策を楽しみながら、冬の自然に触れたり、身体を動かして遊

ぶ。保育者や友だちと言葉でやり取しながら、ごっこ遊びやつもり遊びを

楽しむ。 

ゆり組【２歳児】：感染症等に留意しながら、寒さに負けず元気に健康に過ごす。保育者にサ

ポートしてもらいながらも、身の回りのことを自分でやろうとする。 

 

１１月の苦情・ご提案について 

・嘔吐下痢の子どもさんが多く出たことにより、食中毒の疑いが無いか保健所に報告してほしい 

・熱を出し早退した翌日に、園に連れて来られることによって、病気が広がってしまう事 

についてご意見がありました。 

これに対する対応は、別紙にてお知らせしていますので、よく読まれてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月の保育内容 

養護 

つぼみ組： 感染症が流行る時期なので、健康観察を丁寧に行い、体調の変化が見られた時に

は適切な対応を行う。○○したい、○○して欲しいなどの思いがさらに膨らむよう、

楽しさを共感したり、環境を再構成したりする。興味を持った身の回りのことを保育

者と一緒にしてみようとする。 

もも組： 寒い時期においても保健的で安全な環境の下、健康で快適に過ごす。手洗い、鼻か

みなど保育者と一緒にしようとする。クリスマスの絵本やツリーなどに興味を持ち、

楽しみに待ちながらクリスマス会に参加する。保育者や友だちと一緒にリズムに合わ

せて身体を動かすことを楽しむ。 

ゆり組： 気温や一人ひとりの体調に合わせながら、厚着をせず体を動かして元気に過ごす。

伝えたいこと聞いてもらいたいことを言葉にし、気持ちを受け止め伝わった喜びを感

じられるようにする。 

教育 

つぼみ組： 手を拭く、エプロンをつけるなど食べるまでの準備を一緒に行い、食べることへ

の期待を持てるようにする。 スプーン、フォークを使って食材に興味を持ち自分で食べよ

うとしたり、「○○ちゃんすごい自分で食べれたね」「おいしいね、かみかみしてね」と保育

士に声をかけられながら楽しんで食べる。 他児がしていることに興味を持ち、同じことを

してみようとする。保育者に好きな玩具 絵本を指さして取ってもらい、ひざに座って読ん

でもらったり言葉を発したりする。 引っ張ったり、つまんだり、出し入れしたりする玩具

で、指手を使って探索を楽しむ。わらべ歌やダンスの曲に合わせて手をたたいたり、体を揺

らしたりして、楽しむ。                                                                          

もも組： スプーンやフォークを使い自分で食べる。食わず嫌いの様子が見られる子には、友

だちがおいしそうに食べている様子を伝えたりして興味を引き出す。鼻水が出たら知らせて

かんでもらったり、自分でふこうとする。尿意を知らせたり、トイレでの排尿に成功するこ

とが増える。室内の装飾を見たり、季節の歌を歌ったりして、クリスマスの雰囲気を味わう。

保育者や友だちと季節の歌をうたったり手遊びをしたり、リズムに合わせて楽しむ。 

ゆり組： 箸やスプーンなどを使い、机や床にこぼさないよう自分の周りを綺麗にして食べる。

トイレに自ら行こうとしたり、排泄後も手洗いを進んでしようとする。玩具や物などの貸し

借りを自分たちで出来るようになる。友達と遊ぶ中で、自分の気持ちや思いを言葉にして相

手に伝えようとする。遊び終わった玩具などを保育者や友達と一緒に片付け、綺麗になる心

地良さを味わう。ハサミや糊を使っての製作を楽しみ、できた喜びを味わう。 

12月の歌  

ジングルベル・あわてんぼうのサンタクロース・赤鼻のトナカイ・たきび・お正月他 

お願い 

ゆり組さんは、日中はパンツで過ごします。ズボン・パンツの

替えを多めにをお願いします。紙パンツはお昼寝用に１枚お願

いします。 


